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1.組織の概要 

（1） 事業者名及び代表者名 

市川工業株式会社 

代表取締役 市川雅之 

（2） 所在地 

本社：〒943-0145  新潟県上越市大字今池 22 番 1号（登記上本社・無人） 

 上越営業所：〒943-0836  新潟県上越市東城町 1丁目 1番 15 号 

（市川建設㈱本社に同居） 

新井リサイクルセンター：〒944-0203 新潟県妙高市大字下濁川 1483 番 1号 

（中間処理・積替え保管施設） 

今池モータープール：943-0137 新潟県上越市長者町 836-1 

（3） 法人設立年月日 

1981 年 7月 1日
（4） 資本金 

1,500 万円 

（5） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

責任者 常務取締役：佐藤清貴 TEL：070-9012-1149 kiyotaka@itikawa.jp 

（6） 事業活動の内容 

産業廃棄物収集運搬業・中間処理業、解体工事業、土木工事業、リサイクル製品販売

宅地建物取引業（不動産業） 

（7） 事業の規模(2021 年度)   

売上高：4.58 億円 

従業員数：上越営業所：23 人、延べ床面積：309.6m2

新井リサイクルセンター：13人、延べ床面積：17,530m2

（8） 事業年度 

10～9月（今回の環境活動レポートの対象期間は 2021 年 10 月～2022 年 9月） 

（9） 許可証 

 産業廃棄物収集運搬業許可 №01516001142 

 産業廃棄物処分業許可 №01526001142 

 一般建設業許可（般一 2）第 20404 号  

2.対象範囲（認証・登録範囲） 

全組織・全活動 
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3.許可の内容 

許可 

主体 
業の区分 許可番号 許可年月日 有効期限 事業の範囲 

新潟県 産業廃棄物

収集運搬業

01516001142 平成 30 年 

3 月 15 日 

平成 35 年 

1 月 10 日 

積替え保管含む： 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び

陶磁器くず（以上、石綿含有産業廃

棄物を含む）、金属くず（以上、水銀

使用製品産業廃棄物を含む）

積替え保管を除く：

紙くず、木くず、繊維くず、がれき

類（以上、石綿含有産業廃棄物を除

く）燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃

ｱﾙｶﾘ、動物性残さ、鉱さい、ばいじ

ん（以上、水銀使用製品産業廃棄物

及び水銀含有ばいじん等を除く）

新潟県 産業廃棄物

処分業 

01526001142 令和 2 年 

5 月 21 日 

令和 7 年 

3 月 30 日 

中間処理(破砕処理) 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、繊維

くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶

磁器くず（ｶﾞﾗｽくず、陶磁器くず及

び廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞに限る）、がれき類（以

上、石綿含有産業廃棄物を除く）、ゴ

ムくず

中間処理（圧縮梱包）

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず（以上、石綿含

有産業廃棄物を除く）

新潟県 一般建設業 (般一 2) 

第 20404 号

令和 2 年 

10 月 30 日

令和 7 年 

10 月 29 日

土木工事業、建築工事業、とび・土

工工事業、管工事業、解体工事業 

＜事業計画の概要＞ 

 収集・持込された産業廃棄物について、破砕処理または圧縮梱包を行い、再資源化を図る。 

4.市川工業株式会社 EA21 組織図及び役割権限表 

廃材部 

堀川英昭 

廃材処理全般

リサイクル製品

販売 

代表者
 市川 雅之 
市川 雅樹

EA21 推進委員会

営業部 

星野精一 

不動産事業  

営業統括   

土木工事

環境事務局

 小林実緖

環境管理責任者
佐藤清貴

解体部 

岡田信也 

解体現場管理
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役割・責任・権限 

代表者 

（専務取締役） 

・環境経営に関する統括責任 

・課題とチャンスを明確化し、自社の特性を生かした環境経営方針と目標を全社員に周知させる 

・環境管理責任者の任命、環境目標、活動計画書の承認 

・全体の評価と見直しの実施 

・システム運用に伴う資機材の提供を行う

環境管理責任者 

・環境経営システムの構築、実施、管理 

・要求事項に対応した環境経営活動を確立し、推進する 

・各部門の環境経営目標及び環境経営計画を作成する 

・環境経営活動の実施状況の評価を代表者に報告する 

・環境活動レポートの確認 

環境事務局 

・環境管理責任者の補佐、EA21 推進委員会の事務局 

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施 

・各部門から提出されるデータの集計と活動計画の実績管理 

・環境関連法規等の最新情報の入手と全社員への伝達 

・環境活動レポートの作成、文書、記録の保管（保管期限は 3年とし、のち廃棄） 

各部門長

営業部 部長 

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告（クールビズ、節電、節水、裏紙使用等） 

・自部門における法対応マニュアルの作成（アスベスト、道路交通法等） 

・自部門の問題点の発見、是正、予防措置 

廃材部 工場長 

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告（節水、湧水の有効利用、重機等のアイドリ

ングストップ等） 

・自部門における法対応マニュアルの作成（水質基準、騒音、粉塵対策等） 

・処理施設の問題点の発見、是正、予防措置 

解体部 部長 

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告（節水、井戸水での洗車、エコドライブ、アイ

ドリングストップ等） 

・自部門における法対応マニュアルの作成（道路交通法等） 

・自部門の問題点の発見、是正、予防措置 

全社員 
・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を理解する 

・自主的かつ積極的に環境経営活動に参加する 
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5.施設等の状況 

・収集運搬車両（産業廃棄物）

運搬車両の種類 台数（台） 

ダンプ 12 

キャブオーバ 4 

脱着装置付ｺﾝﾃﾅ専用車 1 

・解体及びプラント用重機 

重機の種類 台数（台）

BH 0.25 1 
BH 0.4 2 
BH 0.45 1 
BH 0.7 1 
BH 0.9 2 

・リサイクル機械

 リサイクル機の種類 台数（台） 

木材チッパー機 2 

砕石クラッシャー（RC） 1 

廃プラ破砕機 1 

圧縮機 1 

・積替保管施設（産業廃棄物） 

種類 面積(m2) 保管上限量(m3)
ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず（石綿含有産業廃棄物を除く。

石膏ﾎﾞｰﾄﾞに限る） 
9.63 10.00

石綿含有産業廃棄物 9.15 6.00

水銀使用製品産業廃棄物 0.28 0.20

廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を除く） 13.8 13.87 ㎥、1.3ｍ

金属くず① 11.5 10.72 ㎥、1.3ｍ

金属くず② 18.55 4.94 ㎥、0.8ｍ

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず（石綿含有産業廃棄物を除く） 24 34.56 ㎥、2.4ｍ

・処理施設

処理施設の種類 処理する廃棄物の種類 処理能力（規模） 処理方式 

産業廃棄物 

中間処理 

がれき類 1000ｔ/日 破砕処理 

木くず 

282ｔ/日 破砕処理 

240ｔ/日 破砕処理 

1.9ｔ/日 破砕処理 

廃プラスチック類 3.8ｔ/日 破砕処理 

紙くず 3.2ｔ/日 破砕処理 

繊維くず 2.5ｔ/日 破砕処理 

ゴムくず 5.8ｔ/日 破砕処理 

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず 10.2ｔ/日 破砕処理 

廃プラスチック類 4.81ｔ/日 圧縮梱包 

紙くず 7.67ｔ/日 圧縮梱包 
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6.処理工程図 

破砕処理 

搬入 

選別・破砕 

売却 

木質チップ 

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 

圧縮梱包 

搬入 

圧縮・梱包 

処分委託（埋立） 

廃プラスチック 

紙くず 

がれき類・木くず・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類・

紙くず・繊維くず・ゴムくず・ガラス

くず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

廃プラスチック類・紙くず 

処分委託 

（埋立） 

がれき 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 
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7.処理実績 

・受託した産業廃棄物の処理量

処理方法等 廃棄物等種類 処分方法等 

処理量（t） 

2020 年 10月 ～

2021 年 9 月 

2021 年 10月 ～

2022 年 9 月 

（ⅰ）収集運搬 

コンクリート塊 623 160

がれき 120 51

廃プラスチック 61 102

木くず 311 179

ガラス・陶磁器くず 81

収集運搬量合計 1,115 573

（ⅱ）中間処理 

コンクリート塊 破砕 13,944 11,513

がれき 破砕 378 524

廃プラスチック 破砕 306 318

木くず 破砕 3,056 4,035

ガラス・陶磁器くず 破砕 313

う

ち 

再

資

源

化

等 

コンクリート塊 再生砕石化 13,944 11,513

木くず チップ化 3,056 4,035

がれき 破砕 26 177

ガラス・陶磁器くず 破砕 179

廃プラスチック FRP 18

再資源化等量小計 17,026 15922

中間処理合計 17,684 16,702

（ⅲ）最終処分（委託） 

がれき 埋立処分場（管理型） 352 346

廃プラスチック 埋立処分場（安定型） 306 300

ガラス・陶磁器くず 埋立処分場（安定型）   134

最終処分量合計 658 780

（ⅳ）中間処理後

の産業廃棄物 

最

終

処

分

（委

託）

がれき 埋立処分場（管理型） 352 346

廃プラスチック 埋立処分場（安定型） 306 300

ガラス・陶磁器くず 埋立処分場（安定型） 134

再

資

源

化

等

コンクリート塊 再生砕石化 13,944 11,513

木くず チップ化 3056 4,035

がれき 破砕  177

ガラス・陶磁器くず 破砕  179

廃プラスチック FRP 化  18

再資源化等量小計 17,026 15,922

  中間処理後処分量合計 17,684 16,702
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8.市川工業株式会社 環境経営方針 

【環境経営理念】 

市川工業株式会社は、エコアクション 21 環境経営システムを構築・運用し、環境目標、環

境活動計画を定め、取り組みを継続します。 

土木工事業、解体工事業、産業廃棄物処理業及びリサイクル製品の販売業を行う企業と

しての活動が、地域及び地球環境に与える影響に配慮し、建設物、工作物などのライフ

サイクル全般に渡る環境問題に積極的に取り組み、持続可能な循環型社会を目指し以

下の項目を断続的に取り組んでいく事を誓約します。 

【環境経営への行動指針】 

1.次の事項について環境経営目標・環境経営計画を定め、断続的な改善に努めます。 

①二酸化炭素排出量の削減 

②総排水量の削減 

③グリーン購入の推進 

④解体、建設現場から排出される産業廃棄物のリサイクル率の向上 

⑤受託した産業廃棄物のリサイクル率向上 

⑥エコアクション 21 への取り組みを有効に行うために必要な教育訓練の実施 

⑦新規顧客獲得をし、収益の最大化を図る 

2.常に最新の法規制情報に注意し、環境関連法規を遵守します。 

3.この環境経営方針は、全ての従業員に周知徹底します。 

制定日：2019 年 12 月 10 日 

改定日：2022 年 1 月 11 日 

代表取締役社長 市川雅之 
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9.主な環境負荷の実績 

10.環境経営目標 

環境経営方針 環境経営目標 単位 

基準年度 目標値 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

10～9月 10～9月 10～9月 10～9月 

二酸化炭素排出

量の削減 
1

2023 年度末までに売上

に対する二酸化炭素排

出量を 993kg-CO₂/百万

にする 

kg-CO₂/百万 997 995 994 993 

自社産業廃棄物

の再資源化率の

向上 

2

2023 年度末までに、建

設産業廃棄物の再資源

化率を 95％にする 
％ 94 94 95 95 

受託産業廃棄物

の再資源化率の

向上 

3

2023 年度末までに、建

設産業廃棄物の再資源

化率を 95％にする 
％ 94 94 95 95 

水道水使用量の

削減 
4

2023 年度末までに、水

道水使用量を 200 ㎥以

下にする 
㎥ 214 208 200 200 

グリーン購入の

推進 
5

2023 年度末までに、事

務用品のグリーン商品

の種類を増やす 
品目 7 7 8 9 

顧客数 UP・収益

最大化 
6

新規問い合わせ件数 

件 

‐ 120 130 150 

新規顧客獲得数 ‐ 4 15 20 

注 1：購入電力の二酸化炭素排出係数は 2020 年度の丸紅新電力の調整後排出係数 

0.502kg-CO₂/kWh を使用した。 

注 2：化学物質の取り扱いはない。 

注 3：新規顧客獲得数、2021 年度の目標値については、2022 年 6 月より集計開始の為、目標値は 4か月分

の 4とする。 

項目 単位 2021 年度 

二酸化炭素総排出量 kg-CO₂/年 432,081

受託した産業廃棄物の処理量 t／年 16,702

総排水量（水道水使用量） ㎥／年 195
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11.環境経営目標の実績  

環境経営目標 

環境経営目標の実績 

結果の評価・考察 
基準年は 2020.10～

2021.9 月、目標と実

績は 2021.10～

2022.9 月 

単位と 

基準年比 

達成

状況

1
二酸化炭素排出量の

削減 

基準年 997 kg-CO2/百万 

○

社内での省エネ意識向上が浸透し、

結果が出ている。 

天候による排出量の乱高下が無く

なった。 

目標 995 -2 

実績 943 -54 

2
自社産業廃棄物の再

資源化率の向上 

基準年 94 ％ 

○

分別しづらい廃材が増えてきてい

るが、分別強化で目標数値あたりを

維持できている。 

目標 94 ±0 

実績 94 ±0 

3

受託産業廃棄物の再

資源化率の向上 

基準年 94 ％ 

○

分別の細分化が難しい。 

これからは人手をかけて細分化し、

目標達成をしていきたいと思う。 

目標 94 ±0 

実績 94 ±0 

4
水道水使用量の削減 

基準年 214 ｍ3 

〇 日頃の節水意識が結果に繋がった 目標 208 -6 

実績 195 -13 

5
グリーン購入の推進 

基準年 7 品目 

〇
引続きグリーン商品の購入を継続

していく。 
目標 7 ±0 

実績 7 ±0 

6
顧客数 UP 

収益の最大化 

新

規

問

合

せ

件

数

基準年 ‐ 件 

×
コロナ禍による消費の落ち込みで

問い合わせは少ない。 
目標 120  

実績 107 -13 

新

規

獲

得

数

基準年 ‐ 件 

○
営業支援会社に営業委託し、これか

ら増加を期待したい。 
目標 4 - 

実績 4 ±0 

注：達成状況は○：達成、×：未達成を示す。 
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12.環境経営計画、取組結果とその評価、今後の取組内容 

環境目標 環境活動計画の内容 
取組結果とその評価 

(2021年 10～2022年 9月)
今後の取組内容

1

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

事
務
室

昼休み時間や外出時の蛍光灯 OFF（部

分消灯可能に)(ステッカー・貼紙の貼

付） 
徹底できた。 継続して行う。 

外灯の点灯時間調整（点灯ルールの作

成） 
調整してある 継続して行う 

冷房・暖房の温度調節（冷房 28℃・暖

房 20℃を目安） 
比較的調整できた 継続して行う 

クールビズ・ウォームビズの実施 
クールビスは 7 月から

呼びかけた 
継続して行う。

長時間離席時パソコン電源 OFF 意識しながら設定した 継続して行う。

エアコンの省エネタイプへの順次更新 2023.2 月に更新済み 継続して行う。

ブラインド・カーテン・植栽等による

日照の遮断 
行っている 継続して行う 

灯油暖房温度を抑える（暖房 20℃を目

安） 
徹底している 継続して行う 

乗
用
車
・

ト
ラ
ッ
ク

エコドライブ 10 の実施(ステッカーの

貼付）
貼付けしている 継続して行う

月一回の空気圧チェック 実施している 継続して行う

現場にはできるだけ相乗りをしていく 実施している 継続して行う

重
機

できるだけ低速回転で運転(ステッカ

ーの貼付）
貼付けしている 継続して行う

重機のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ(ステッカーの貼

付）
貼付けしている 継続して行う

低燃費型への交換（新車・リース） 徐々に交換していく 継続して行う
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2

自
社
一
般
廃
棄
物
の
削

減

事
務
室

コピー紙裏面の再使用 
徹底できた。 

削減出来ている

ので、計画から除

外する

ｼｭﾚｯﾀﾞｰは社外秘書類のみ使用 
徹底できた 

ごみの細かな分別（分別ボックスの区

分を増やす） 
徹底できた 

3

自
社
産
業
廃
棄

物
の
再
資
源
化

率
の
向
上

現
場

工事看板の再利用（工事計画書への記

載） 
徹底できた 継続して行う。

現場での廃棄物の分別・再資源化の徹

底（工事計画書への記載） 
徹底できた 継続して行う 

4

受
託
産
業
廃
棄
物
の

再
資
源
化
の
向
上

受
託

分別を徹底して行い、リサイクルに回

せる廃材を増やす 

3 月に新たなリサイク

ル業者の検討を行っ

た。 

継続して行う。

顧客への情報発信（分別・リサイクル

に関する事項） 

定期的に情報発信して

いる 
継続して行う 

5

水
道
水
使
用
量
の
削
減

ガス湯沸かし器の使用を節約 徹底できた 継続して行う。 

トイレ洗浄水の節水（節水タイプへの

更新） 
徹底できた 継続して行う 

洗車における水の節約（洗車ノズルの

設置） 
従業員に指導している 継続して行う 

6

グ
リ
ー
ン
購
入

の
推
進

インターネット、店頭等でのグリーン

購入品の検索・購入 
購入している 継続して行う 

現場におけるグリーン資材の調達（工

事計画書への記載） 
ある程度出来ている 継続して行う 

7

顧
客
数U

P

し

収
益
の
最
大

化
を
図
る

問い合わせ件数 UP 活動している 2022.6 ～ 2022.9

に新たな計画と

して導入 新規顧客獲得、目標数の達成 活動している 
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13.環境関連法規制等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反・訴訟等の有無 

 法的義務を受ける環境関連法規制等は次の通りです。 

適用される法規制 適合状況 

家電リサイクル法 〇 

建設リサイクル法 〇

自動車リサイクル法 〇

廃棄物処理法 〇

水質汚濁防止法 〇

浄化槽法 〇

フロン排出抑制法 〇

新潟県産業廃棄物等の適正な処理の促進に関する条例 〇

上越市火災予防条例 〇

騒音規制法 〇

振動規制法 〇

労働安全衛生法 〇

道路交通法 〇

大気汚染防止法 〇

工事特記仕様書 〇

砂利山対策協議会 〇

環境関連法規制等の遵守状況の定期評価の結果、違反はありません。 

なお、関係当局よりの違反等の指摘及び訴訟は、過去３年間ありません。 

14.代表者による全体評価と見直しの結果（2022 年 11 月 24 日見直し実施） 

（1） 環境方針 

 変更の必要：なし 

（2） 環境目標 

変更の必要：あり 

二酸化炭素と自社産廃の目標数値の変更

（3） 環境活動計画 

 変更の必要：なし 

（4） 実施体制 

変更の必要：あり 

2022 年 1月より代表者の追加、環境管理責任者、環境事務局の変更を行った 

（5） 総括 

社内での環境経営方針の理解度が増している事がわかる。 

天候による二酸化炭素排出量の激増はなくなった。 

さらなる定着化と、経営にもっと使えるものに改良する。 

以上


